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Nadcapの概要Nadcapの概要

経緯と狙い経緯と狙い

• 1990年7月 SAE (Society of Automotive Engineers )
内に非営利組織PRI (Performance Review Institute)内に非営利組織PRI (Performance Review Institute)
を設立

• 同時に、NADCAP (National Aerospace and Defense 
Contractors Accreditation Program)システム開発を
開始
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経緯と狙い （続き）経緯と狙い （続き）

的• 目的：

米国に於ける、品質システムに関する要求の

統一化及び審査の効率化

• 狙い：• 狙い：

航空機プライム各社が参加して審査機関（PRI）

を組織 れを有効活用する と 要求を組織し、これを有効活用することで要求の

統一化、プライム各社が個別に実施していた

審査の削減を図り、コスト低減に繋げる。
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経緯と狙い （続き）経緯と狙い （続き）

その後の動き：
2000年7月 N d をヨ ロ パに展開• 2000年7月 Nadcapをヨーロッパに展開

• 2002年7月 eAuditNetシステムの
全面的な適用開始

• 2003年10月 Nadcapをアジアに展開• 2003年10月 Nadcapをアジアに展開
• 2004年11月 北京事務所の開設
• 2005年3月 日本事務所が発足
•
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Nadcapの特徴Nadcapの特徴

• 業界運営のシステム

第３者認証ではなく業界の認証制度第３者認証ではなく業界の認証制度

• IT ”eAuditNet” を駆使したシステムを駆使したシ テ
受審申請から認証取得までWebで実施

大きなウ トを占めるJ b A di （作業• 大きなウエートを占めるJob Audit（作業
審査）審査）

具体的なアイテムでプライム要求/自社標準/

実作業/記録を照合確認
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実作業/記録を照合確認

対象特殊工程対象特殊工程

非破壊検査• NDT 非破壊検査(AC7114)

• Heat Treating 熱処理(AC7102,AC7101/)g ( )

• Material Testing材料試験(AC7006,AC7101/)

• Chemical Processing化学処理(AC7108)• Chemical Processing化学処理(AC7108)

• Coating皮膜処理(AC7109)

溶接• Welding溶接(AC7110)

• NM/SE特殊加工/表面改善(AC7116/AC7117)

• Composites複合材(AC7118)
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対象特殊工程 （続き）対象特殊工程 （続き）

システム&その他

• AQS品質システム(AC7004)AQS品質システム(AC7004)
• Sealants(AS7200,AS7201&AS7203)
• Elastomer Seals(AC7115)• Elastomer Seals(AC7115)

試行中

• Electronics(AC7119 AC7120&AC7121)• Electronics(AC7119,AC7120&AC7121) 
• Fasteners(AC7113)

において評価中NESPBにおいて評価中

• Repair & Overhaul
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Nadcapの組織構造p 組織構造
PRI 取締役会

取締役

•法律的代表者

Nadcap 執行戦略計画会議
(NESPB)

•信用責任

•ポリシィーの設定

•ビジョンの提供上級品質管理リーダー

•戦略計画とビジョンの展開

プライムへのN d の普及

Nadcap
運営委員会

(NMC)

事務局スタッフ

•プライムへのNadcapの普及

•新しいタスクグループの設置

•継続的改善の推進
Nadcap 欧州地区
アドバイザリー会議 ( )

サプライヤー
支援会議

タスクグループ
Special Processes

支援会議
（ＳＳＣ）

Nondestructive Testing
Materials Testing

Heat Treating
Coatings

Chemical Processing
上級品質管理リーダー＆マネジャー

• Nadcap運営の監視
Welding

NCM/Shot Peening
Systems & Products

Distributors
Sealants, Elastomer Seals

AQS (AC7004)

p
•ポリシィー＆手順書（プロセディアー）の設定

•タスクグループ間の調整＆タスクグループの開発

•改善箇所の確認、開発及び展開実施

技術の専門家

•要求事項の決定

•ドキュメントの開発
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AQS (AC7004)
Fluid Distribution Systems

Composites

•是正処置の認可

•認証の 終判断



Nadcap登録から認証取得までの
全体プロセス全体プロセス

が審査

1 2 3 4

サプライヤー

PRI が審査

スケジュールを
決定

審査員が指名審査の申込み

67 審査の実施

タスクグル プ
PRI 

589

タスクグループ
による認証

審査の終了技術スタッフの
レビュー

認証書の発行
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Time line of PrimesNadcapメンバー（プライム）参画推移Time line of PrimesNadcapメンバ （プライム）参画推移

22

24
Americas Europe

Goodrich

Alenia

SAFRAN Group
( Snecma 
Services, Hispano-
Suiza, Aircelle, 
M essier-Bugatti, 
M essier-Dowty, 
M essier Services

16

18

20

ri
m

es

BAE Systems (US)
Rockwell Collins
Bombardier
Zodiac
SONACA

M essier-Services, 
Labinal, 
Techspace Aero, 
Snecma 
Propulsion 
Solide, 
M icroturbo, 
Cinch and Globe

米国（青色）：29社

欧州（赤色）：29社
15

10

12

14

um
be

r 
of

 P
r

AIRBUS
EADS M TAD
Eurocopter
EADS Space
EADS Defense & 
Securities
NASA

Cinch and Globe 
M otors)
Latecoere
Liebherr
Spirit
Smiths Aerospace
ITP
Textron Systems

欧州（赤色）：29社

5
3

4

6

8N
u Pratt & Whitney (US)

Pratt & Whitney 
(Canada)
GE
Sikorsky

H ll RR l

Vought
Bell Helicopter
DCM A
Cessna

RR Corp 
(Allison 
Engine Co)
AVIO

Northrop 
Grumman
GSA
Hamilton 
Sundstrand

Boeing
M D 
Helicopters
Lockheed 
M artin

NASA
Eaton Ball Aerospace

Heroux Devtek

BAE  Air 
Systems (UK
Thales
Parker  

Hawker
Beechcraft

1

4

1 1 1
1 3

1

4
3

2
4 4

2

2

0

2

1990 1991 1992 1994 1995 1998 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

Honeywell RR plc M TU Aerospace 
Group
United Spa

Beechcraft

12

Years



Nadcapの受審状況Nadcapの受審状況

全世界の審査及び審査員の推移
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YTD exceeds 30% excess        
capacity of Plan

As of October 12, 2007



全世界の特殊工程別状況全世界の特殊工程別状況
Actual Projected Actual Projected Actual Actual Actual Actual
2007 2007 2006 2006 2005 2004 2003 20022007 2007 2006 2006 2005 2004 2003 2002

AQS 225 168 238 205 242 185 315 160
CP 705 611 693 581 597 526 328 172
CT 106 97 83 88 86 77 59 42
Composites 125 150 98 107 48 4Composites 125 150 98 107 48 4
Distributors 0 0 9 13 10 14 12 20
ETG 5 17 6 40 2
FAST 0 15 0 6 0
Fluids 24 21 18 17 26 27 23 11Fluids 24 21 18 17 26 27 23 11
HT 661 600 646 473 562 574 464 246
MTL 151 114 173 155 220 180 189 168
NDT 968 847 897 754 783 714 645 446
NMSE 320 298 333 240 251 186 110 19NMSE 320 298 333 240 251 186 110 19
Primes/other 79 82 40 15
Sealants 14 14 16 10 12 10 10 10
Seals 14 12 12 8 13 14 12 10
WLD 418 409 400 331 364 259 230 147WLD 418 409 400 331 364 259 230 147
P reassessments 28 10 13 28
NUCAP 138 140 43 164
Total 3,902 3,523 3,678 3,220 3,295 2,852 2,437 1,466
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Audits scheduled through the end of 2007 are 111% of Plan

As of October 12, 2007

国内の受審状況 年 在国内の受審状況 H19年11月19日現在
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国内の特殊工程別受審数国内の特殊工程別受審数

特殊工程 受審数 特殊工程 受審数

品質システム １３ 非破壊試験 ５４品質システム １３ 非破壊試験 ５４

複合材 １８ 特殊加工 ７

化学処理 ３２ ショットピーニング ２５

コーティング ８ シーラント １

熱処理 ３３ 溶接 １３熱処理 ３３ 溶接 １３

材料試験 ３ 合計 ２０７
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合計 ２０７

Nadcap及びPRIの新しい動きNadcap及びPRIの新しい動き



Verification of Corrective Action 
A dit(VCA)の新設Audit(VCA)の新設

• 現Ｆｏｌｌｏｗ ｕｐ Ａｕｄｉｔには、

（１）認証期間中のSｃｏｐｅ変更に伴う追加Ａｕｄｉｔ
と

（２）ＮＣＲが多発した審査の是正処置結果確認（２）ＮＣＲが多発した審査の是正処置結果確認

Ａｕｄｉｔの

２つの性格がある２つの性格がある。

• 明確化のため、後者をＶＣＡ ＡｕｄｉｔとしてＦｏｌｌｏｗ
より分離するｕｐ Ａｕｄｉｔより分離する。
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eAuditNet 2 0の開発eAuditNet 2.0の開発

な 使 勝• User Friendlyな、より使い勝手のよいシステムの
開発を展開中

• 開発状況：

・テスト中テスト中

・データの移動はほぼ完了

適用予定時期• 適用予定時期：

・2008年第2四半期から第3四半期
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eQualearnの開発eQualearnの開発

• Customer Solutions & 
Support活動の一環

全世界をカバ する学習イン• 全世界をカバーする学習イン
フラストラクチャーの提供

• Internal Audit（内部監査）ト• Internal Audit（内部監査）ト

レーニングコースの開始、
2007年4月007年 月

• Internal Auditトレーニングを
国内で初回開催、2007年10月

• Customer Onsite（顧客施設
内）のトレーニングも提供
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The Global Learning Infrastructure
Phase I Existing PRI Offices

eQuaLearn 
London

Phase I Existing PRI Offices

eQuaLearn 
Americas

eQuaLearn 
China eQuaLearn 

JapaneQuaLearn

eQuaLearn     
Israel peQuaLearn   

Mexico eQuaLearn     
India

Phase II Add onto SAE Global Enterprise 
Affiliates and New PRI Offices/Consultants
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Nadcap受審上のお願いNadcap受審上のお願い

品質システム要求品質シ テ 要求

初回審査には審査登録をする前に PRIにN d 公認 品質シ テム登録証初回審査には審査登録をする前に、PRIにNadcap公認の品質システム登録証コ

ピーを提出する必要があります。 そうでない場合は、審査と共に品質システム審
査（AC7004審査：AQS)が同時にスケジュールされます。 （タスクグループによって
は、AC7004以上の審査項目が要求されることがあります。）

更新審査の場合は、公認の品質システム登録証がない場合、下記の2つのオプ
ションが与えられます。ションが与えられます。

オプション１：審査開始日より90日前までにAC7004をスケジュールする。
（タスクグループによっては、AC7004以上の審査項目が要求されることがあります。）

オプション２：審査 終日から60日までに 更新された品質システム登録証のコピー

を提出する。

（タスクグループによっては、AC7004以上の審査項目が要求されることがあります。）

品質システムの期限内での提出を怠った場合、審査は警告なしに不合格になりま
すので ご注意下さい
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すので、ご注意下さい。



米国輸出法規 ITAR/EAR米国輸出法規 ITAR/EAR

特定の製品 プロセス及び技術情報の管理は アメリカ政府に• 特定の製品、プロセス及び技術情報の管理は、アメリカ政府に
よって規制されています。

ITAR – International Traffic in Arms Regulationg
EAR – Export Administration Regulations

• 審査対象（スペック、プロセス、図面含む）が ITAR/EAR規制の対
象となるか確認して下さい象となるか確認して下さい。

• 不明確の場合：顧客（プライム）に確認して下さい。
• 審査対象がITAR 規制に該当する場合：審査対象が 規制に該当する場合

Unrestricted Auditor （非制限 審査員）を配属します。
（Unrestricted Auditor-ITAR該当品目を「見る」ことができる制限
のない審査員）のない審査員）

• ITAR/EAR項目にyes/noの選択が入ると、PRIスケジュール担当
は、適切な審査員を任命します。

25

• 詳細は、eAuditNet (Public Documents)及びNadcap (Supplier 
Info.)を参照して下さい。

国内の安全保障輸出管理法規への対応国内の安全保障輸出管理法規への対応

• 適用法規：外国為替及び外国貿易法、輸出貿易管
理令、外国為替令

• 審査対象製品がこの法規に該当するか、又は工場
内に該当する製品があるか、の確認はサプライ
ヤー（受審企業）側の責任です。

• この法規に該当し、指名審査員（国籍）の変更が必この法規に該当し、指名審査員（国籍）の変更が必
要な場合は、書面で日本事務所に速やかに連絡し
て下さい。て下さい。
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スケジュール申し込み時のお願いスケジュール申し込み時のお願い

答• ITAR/EARの回答は、申し込み時に！

• 希望通りの審査日にならないことがありますが、希望通りの審査日にならないことがありますが、

ご理解を！

• 初回審査の申し込みは早めに！

• 重要な情報がメールで送信されるので必ず確認• 重要な情報がメ ルで送信されるので必ず確認
を！

質 認証証 ピ を 本事務所• 品質システム認証証のコピーを日本事務所に！
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PRIからのお知らせPRIからのお知らせ



Nadcap Meetingの横浜開催Nadcap Meetingの横浜開催

開催 時• 開催日時：

2008年10月6日（月）～10月9日（木）2008年10月6日（月） 10月9日（木）
9：00～17：00

場所• 場所：

ワークピア横浜ワ クピア横浜
横浜市山下町24-1

山下公園前 県民ホ ル隣山下公園前、県民ホール隣
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Nadcap Meetingの横浜開催 （続き）Nadcap Meetingの横浜開催 （続き）
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PRIセミナー（無料）の開催PRIセミナー（無料）の開催

イ タ ネ （ ）及び電話会議 よる （• インターネット（WebEx）及び電話会議によるNCSI（Nadcap
Customer Support Initiative）開催

内容 受審登録から認証までの全般に亘る要点の説明• 内容：受審登録から認証までの全般に亘る要点の説明

• ２００８年の予定：

ＮＣＳＩ Ｒ（更新審査に いての説明会）・ＮＣＳＩ－Ｒ（更新審査についての説明会）

3月 7日（金曜日） 15:00-17:00 

（初回審査に 説明会）・ＮＣＳＩ－Ｉ（初回審査についての説明会）

9月12日（金曜日） 15:00-17：00

ば• 要望があれば、出張開催にも対応します。（費用は、日本事
務所に問い合わせ下さい。）
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PRIセミナー（有料）の開催PRIセミナー（有料）の開催

名 年予定 料金（概算）コース名 2008年予定 料金（概算）

RCCA ・5月12日の週 $250RCCA

是正処置
・9月29日の週

月 日の週Internal Audit

内部監査

・5月12日の週

・9月29日の週

$600

内部監査

Pyrometry ・9月29日の週 $600

高温測定

詳細は PRIホームページ記載及びメール通知します
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詳細は、PRIホ ムペ ジ記載及びメ ル通知します。



Auditorの募集Auditorの募集

セクタ の所属A dit が そのセクタ 内の審査• セクターの所属Auditorが、そのセクター内の審査

を担当するのが原則。（アジアの審査は、アジア所
属のAuditorが担当）

• 募集対象：HT NDT CP WLD• 募集対象：HT,NDT,CP,WLD

• 関連Webアドレス：www.eAuditStaff.com.
• Auditor募集パンフレットを参照下さい。
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Nadcap 関連Web アドレスp

www pri network orgwww.pri-network.org

www.eAuditNet.com

www.eAuditStaff.com
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ご質問にお答えしますご質問にお答えします。

??????????????
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